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田中　太郎

治
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申立人の戸籍謄本　３通、相手方の戸籍謄本　通
婚姻届出記載事項証明書　１通、死亡診断書　１通
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治
タイプライタ
①本籍　東京都杉並区＊＊＊＊筆頭者田中太郎戸籍を全部消除する。②本籍
東京都練馬区＊＊＊＊筆頭者田中一郎戸籍中の長男田中太郎の身分事項欄の
婚姻事項を削除し、同人の戸籍を回復する、③本籍　東京都世田谷区＊＊＊
＊筆頭者山田学戸籍中の長女花子の身分事項欄の婚姻事項を消除し、同人の
戸籍を回復する、ことを許可する審判を求める。
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１　申立人は、平成＊＊年＊＊月＊＊日、東京都杉並区長に対し、山田花子と
の婚姻届出をした。
２　この届出は、山田花子が記載したものを申立人が預かり、証人の署名押印
を得て申立人が提出したものであるが、提出前の平成＊＊年＊＊月＊＊日、山
田花子は不慮の事故で死亡した。
３　この届出は受理することができないものであったが、申立人はそのことを
知らずに届出をし、平成＊＊年＊＊月＊＊日杉並区長に受理され、戸籍に記載
されたものの、戸籍上許されない記載となってしまった。
４　申立の趣旨のとおりの審判を求める。




